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（ⅱ）

　峰之沢鉱山跡は浜松市龍山町下平山，
標高約 400 m の斜面にあり，天竜川に
沿う国道から東に少し離れている．かつ
て数百人もの人が働いていた面影はな
く，辺りは野鳥のさえずりが響き渡って
いる．峰之沢の鉱床は久根の鉱床と同じ
三波川変成帯の層状含銅硫化鉄鉱床で，
1969 年に閉山となるまで主に銅を産出
していた．
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　全景の写真は，天竜川を挟む対岸の青谷地区から峰之沢鉱山跡を写した物で，中央には廃虚になっ
た 2棟（24 軒）の社宅アパートと，比較的新しい鉄塔が見える．鉄塔の側に，坑口（坑道の入口）
がある．坑道の長さは，入口から東西方向に 2 kmにも及んだ．坑口では写真のように，常に無色透
明の地下水が湧き出ている．佐久間町の久根鉱山のような中和作業は不要である．長年にわたり鉱山
跡を見守ってきた管理人が，今も坑口の近くに居住している． （加藤国雄）
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